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困
っ
て
い
る
あ
な
た
の
力
に

［
特
集
］

―
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

展
開
す
る
た
め
「
鶴
岡
地
域
生
活
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
『
く
ら
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
愛
称

く
ら
し
ス
）』」
を
市
役
所
本
所
内
に
開
設
し

ま
し
た
。
鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営

を
市
か
ら
受
託
し
、
相
談
や
就
労
支
援
を
担

当
す
る
三
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
自
立
相

談
支
援
事
業
と
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

く
ら
し
ス
が
開
設
し
た
昨
年
四
月
か
ら
十

二
月
ま
で
の
間
に
、
相
談
に
来
た
方
は
百
四

十
二
人
。
三
十
代
か
ら
五
十
代
ま
で
の
方
が

半
数
を
占
め
ま
す
。
相
談
内
容
は
「
収
入
・

生
活
費
」
が
全
体
の
約
二
〇
％
と
一
番
多
く
、

「
仕
事
探
し
・
就
職
」
が
約
十
五
％
、「
病
気
・

健
康
・
障
害
」「
家
族
と
の
関
係
」「
住
ま
い
」

が
そ
れ
ぞ
れ
約
九
％
で
す
。
く
ら
し
ス
で
は

相
談
内
容
に
応
じ
、
家
庭
訪
問
や
支
援
プ
ラ

ン
の
作
成
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
債
務
整
理
の

た
め
の
相
談
機
関
等
へ
の
同
行
、
支
援
調
整

会
議
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
仕
事

探
し
を
相
談
し
た
方
の
う
ち
、
三
十
三
人
が

人
が
生
活
保
護
を
受
給
。
過
去
最
高
水
準
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
経
済
が
持
ち
直
す
動
き

が
あ
る
一
方
で
、
こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
で
は
生
活
保
護
制
度
を
見
直

す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
十
分
で
な
か
っ
た

生
活
保
護
受
給
者
以
外
で
生
活
に
困
窮
し
て

い
る
人
へ
の「
第
二
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」

の
拡
充
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
こ
の
一

環
と
し
て
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
昨

年
四
月
に
施
行
さ
れ
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同
制
度
は
生
活

保
護
を
受
け
る
状
況
に
至
ら
な
く
て
も
、
失

業
や
病
気
、
借
金
な
ど
で
暮
ら
し
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
人
の
相
談
に
応
じ
、
包
括
的
・

継
続
的
な
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
自
立
へ
つ

な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

鶴
岡
地
域
生
活
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー（
く
ら
し
ス
）が
窓
口
で
す

　

本
市
で
は
同
制
度
に
基
づ
く
各
種
事
業
を

生
活
困
窮
者
の
自
立
を
支
援

す
る
制
度
が
拡
充
し
ま
し
た

 

「
年
金
収
入
が
少
な
く
貯
蓄
も
な
い
」「
配

偶
者
を
失
っ
た
」「
失
業
や
病
気
で
働
け
な

い
」。
様
々
な
理
由
で
経
済
的
な
自
立
が
で

き
な
く
な
り
、
暮
ら
し
に
行
き
詰
ま
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
生
命
と
生
活
を

守
る
社
会
保
障
と
い
う
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
（
安
全
網
）
の
中
で
「
最
後
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
生
活
保
護
制
度
は
、

こ
の
よ
う
な
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
へ
保

護
費
を
支
給
し
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
保
障
し
な
が
ら
、
積
極
的
な
自

立
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

長
引
く
景
気
低
迷
や
雇
用
環
境
の
悪
化
な

ど
を
理
由
に
、
平
成
四
年
頃
か
ら
生
活
保
護

制
度
の
利
用
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

二
十
七
年
七
月
時
点
で
、
全
国
で
は
約
百
六

十
三
万
世
帯
・
約
二
百
十
六
万
人
が
、
ま
た
、

本
市
で
は
一
千
八
十
七
世
帯
・
一
千
三
百
五

就
労
で
き
た
こ
と
な
ど
、
こ
の
八
か
月
間
に

成
果
も
現
れ
ま
し
た
。

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
を

地
域
全
体
で

　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
は
、
様
々
な
問

題
を
抱
え
な
が
ら
家
族
や
職
場
、
近
隣
と
い

っ
た
人
間
関
係
の
中
で
孤
立
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
経
済
的
に
、
そ
し
て
、
日
常

生
活
や
社
会
生
活
の
中
で
自
立
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
の
誰
か
と
つ
な
が
る
こ
と
が

大
切
で
、
そ
こ
か
ら
生
き
る
意
欲
や
働
く
力

が
湧
い
て
く
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
暮
ら
し
の
困
り
事
の
解
決
に
向

け
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
総
合
相
談
窓
口
で
あ

る
く
ら
し
ス
を
中
心
に
、
関
係
課
や
専
門
機

関
、
地
域
の
事
業
者
や
団
体
、
民
生
児
童
委

員
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
生
活
に
困
窮

し
て
い
る
人
を
早
期
に
見
付
け
必
要
な
支
援

を
行
う
な
ど
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う
温
か

い
福
祉
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
に
基
づ
く
生
活
困
窮
者
対

策
と
し
て
、昨
年
四
月
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施

行
さ
れ
、暮
ら
し
に
困
っ
て
い
る
人
の
自
立
を
支
援
す
る

相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
各
種
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
特
集
で
は
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
関
す

る
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　

本
所
福
祉
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
１
７
５
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「生活に困っている」
「働きたいけど働けない」
「家族のことで悩んでいる」

一人で抱えこまずに
鶴岡地域生活自立支援センター
（くらしス）へご相談ください

相談から支援までの流れは?

どのような支援があるの?

私たちにご相談ください！

どのような人を支援するの?
　自立相談支援事業
　一人ひとりの支援プランを作成します　　
　くらしススタッフが相談内容をお聞きし、困り事の原
因の分析やどのように解決するかを一緒に考えながら、
自立した生活に向けた支援プランを作成します。
　相談は無料で秘密は厳守されます。

１ ２ ３ ４ ５まずは
くらしスへ

あなただけの
支援プランを

支援決定・
サービス提供

定期的な
モニタリング

真に安定した
生活へ

生活の困り事や不
安をスタッフへ話
してください。生
活の状況や課題を
分析し自立に向け
利用できる制度や
サービスなどを検
討します

支援員があなたの
意思を尊重しなが
ら、自立に向けた
目標や支援内容を
一緒に考え、あな
ただけの支援プラ
ンを作ります

完成した支援プラ
ンは関係者の話合
い（支援調整会議）
で正式に決定され、
そのプランに基づ
いて各種支援が提
供されます

支援の提供がゴー
ルではありません。
あなたの状態を支
援員が定期的に確
認し、支援プラン
が有効でない場合
は再検討します

あなたの困り事が
解決すると支援は
終了しますが、安
定した生活を維持
できているか、一
定期間、支援員が
見守ります

　鶴岡地域生活自立支援センター
　くらしステーション（くらしス）
◎日時　月曜～金曜日午前８時30分～午後５時15分
◎場所　市役所本所１階（国保年金課と長寿介護課の
　　　　間）
◎電話　29‐1729
◎ファクス　25‐9500
◎Ｅメール　tsk_ziritu@shk01.jp　　

相談支援員
榎本恵千子

主任相談支援員
堅岡真由美

相談支援員兼
就労支援員
冨樫高史

くらしススタッフ

　様々な困難の中で生活に困窮している人
　を支援します　　
　生活困窮者自立支援法は、現に経済的に困窮し最低限
度の生活を維持することができなくなるおそれのある人
を対象としています。
　介護が大変で困っている、長く失業している、引きこ
もりやニートで悩んでいる、働いた経験がなく不安など
の問題を抱えている人やその家族、周りの人など、市内
在住であればどなたの相談にも応じます。くらしスの窓
口に来ることができない場合はお電話ください。くらし
ススタッフが訪問します。
※生活保護受給中の人は対象外です。

　住居確保給付金の支給
　家賃相当額を支給します
　離職で住居を失った人や失うおそれの高い人に、就職
に向けた活動をすることなどを条件に、一定期間家賃相
当額を支給します。


